
 

 

 

実施場所 押上小学校（1 年生オープンスペ

ースおよび校庭） 

小学校区 さくら市立押上小学校 

開催日 毎週月曜日 年間開催日数 ３０日 

参加対象者 押上小学校 1 年生～6 年生 参加人数 ３３人（登録人数） 

安全管理員数 １人 学習アドバイザー数 １人 

申込み手続き等 学校をとおして配布される申込書を、年間保険料 600 円とともにさくら市生涯学習課

に提出する。参加費は無料。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【活動概要】 

子どもたちの自主性を尊重し、子どもたちが自分で、または 

自分たちで何をするかを考えての自由遊びを原則としています。 

ボランティアもその中に入って一緒に遊んでいます。 

 ボランティアが、子どもたちにさせたい遊び（季節・行事を考慮した 

遊びなど）を提供する場合もあります。 

 

主な活動 

○昔遊び（お手玉・けん玉・おはじきなど） 

○スポーツ（ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ・なわとび・ｻｯｶｰ・ﾄﾞｯｼﾞﾎﾞｰﾙ・固定遊具など） 

○カードゲーム（トランプ・かるたなど） 

○美術（折り紙・ぬりえ・お絵かき・絵手紙など） 

○手芸（棒編み・鍵編み・リリアンなど） 

○宿題 

○その他（オセロなど） 

 

押小っ子ふれあいスクール 【さくら市】 

【問い合わせ先】 さくら市生涯学習課 Tel：028-686-6621 Fax：028-686-5368 

 

☆教えてください、工夫やポイント☆ 

○活動内容はどのように決めてるの？ 

年度開始時に大まかに決定し、季節・月々・その日の天気などを考慮 

して、サポーターさんと子ども等で決めています。 

○学校や保護者との連携を図る工夫は？ 

 学校との話し合い時など、問題点・気づいたことを、その都度、学校に 

聞いたり、知らせたりしています。 

 保護者のお手伝いがあるので、そのときに話し合ったり、お迎えのとき 

に連絡等を密にしています。 

○ボランティア等の協力者を集める工夫は？ 

 声かけや、協力してくれそうな人の情報を常にアンテナを高くして集め 

ています。 

○活動がうまく進むポイントは？ 

 ボランティアの意見が一致していること。子どもへの想いも一致しているのでみなさんがやりやす

いとの意見をいただいています。 

○活動や子どもたちへの想いを一言！ 

 かわいい。楽しく遊べる。学校でも家でもない居場所になってくれればうれしい。安全面でけが等

をさせないように子どもたちも私たちも楽しく張り合いがあります。 

 

 

 

私が紹介します！ 

学習アドバイザー 

泉 綾子 さん 

 
一緒におはじきをしています 



 

 

 

実施場所 喜連川小学校（体育館） 小学校区 さくら市立喜連川小学校 

開催日 毎週水曜日 年間開催日数 ３３日 

参加対象者 喜連川小学校 1 年生～6 年生 参加人数 １７人（登録人数） 

安全管理員数 １人 学習アドバイザー数 １人 

申込み手続き等 学校をとおして配布される申込書を、年間保険料 600 円とともにさくら市生涯学習課

に提出する。参加費は無料。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【活動概要】 

 子どもたちの自主性を尊重し、子どもたちが自分で、または自分たち 

で何をするかを考えての自由遊びを原則としています。ボランティア 

もその中に入って一緒に遊んでいます。また、今年度は新たに大学生 

のボランティアも参加し、勉強などをみてくれています。 

 

主な活動 

○昔遊び（ベーゴマ・お手玉・けん玉など） 

○スポーツ（ﾊﾞｽｹｯﾄ・ｻｯｶｰ・ﾄﾞｯｼﾞﾎﾞｰﾙ・ﾌﾗﾌｰﾌﾟ・ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ・長縄とびなど） 

○カードゲーム（ブリッジ・トランプ・かるたなど） 

○美術（折り紙・ぬりえ・お絵かきなど） 

○手芸（リリアンなど） 

○宿題 

○その他（オセロなど） 

喜小っ子ふれあいスクール 【さくら市】 
 

☆教えてください、工夫やポイント☆ 

○活動内容はどのように決めてるの？ 

 喜小体育館内で安全に活動できる範囲のものになりますが、生涯学習課で準備してくれた 

遊具・体育館内で使用が許可された運動具を使う遊びの中で、児童がその日に遊びたい遊び 

をその都度決めています。  

○学校や保護者との連携を図る工夫は？ 

 今年度は、6 月ごろ実施された各学年 PTA 全体会などの機会に、児童と保護者にふれあい 

スクールについて説明し、加入を呼びかけ、加入者の増加を図りました。 

 また、各保護者に年２～３回サポーターとして活動に参加してもらい、連携を図ったり、 

児童を迎えにきてもらったときに児童の活動の様子をできるだけ伝えるようにしています。 

○ボランティア等の協力者を集める工夫は？ 

 課の担当者と連携し、地域のボランティアに関する情報を集めたり、保護者サポーターと一緒に活動する中で、協

力のお願いをしたりしています。 

○活動がうまく進むポイントは？ 

 サポーター間の人間関係を良くすること。活動前や活動終了後の少しの時間の中で、活動内容や児童について話し

合ったり、情報交換をして共通理解を図っています。 

○活動や子どもたちへの想いを一言！ 

 宿題や読書も大切ですが、ふれあいスクールでは、友だちやサポーターと思いっきり遊んで、ふれあいを深めてほ

しいです。そして、友だちをたくさんつくってほしいです。 

 

 

私が紹介します！ 

学習アドバイザー 

菱沼 孝 さん 

 

一緒に宿題をやっています 

【問い合わせ先】 さくら市生涯学習課 Tel：028-686-6621 Fax：028-686-5368 


